
『ずっと憧れていた夢』
　　　　　　　　　　　　　　　　そら組担任　遠藤　結

昨年4月に、きよた幼稚園の先生となり、もうすぐ1年が経とうと

しています。

私には、2歳下の妹と4歳下の弟がいます。小さい頃から妹と弟が

大好きで、嫌がられてしまうほどのお世話好きだったと、親から

聞いています。二人が大きくなった今でも、変わらず大好きな私です。

中学生、高校生と年齢を重ねるにつれて、「将来の夢は？」と聞かれ

ることが多くなりました。そのたびに、私は「幼稚園の先生」と答えていました。

今思い返すと、幼稚園児だった頃の担任の先生が大好きだったことも、その気持ち

につながっていたのだと思います。

そのように「幼稚園の先生になりたい」という思いを持ち続けて過ごしてきました

が、現在、きよた幼稚園の先生としてここにいることが、夢なのか現実なのか分か

らなくなることもあります。それでも、小さい頃から憧れていた夢を叶えることが

できたことを、とても嬉しく思っています。

先生になって1年目の今年度は、1歳児クラス・そら組の担任を務めさせていただき

ました。これまであまり関わる機会のなかった3歳未満の子どもたちから、たくさん

の元気と頑張りをもらい、毎日楽しく過ごしています。何も分からず、手探りの状

態で不安に感じることもたくさんありますが、子どもたちから「ゆいせんせい」と

呼ばれるたびに、「先生になれたんだな」「夢を叶えられてよかったな」と、日々

実感しています。

先生になった今の私の夢は、子どもたちが大きくなっても心に残り、「幼稚園時

                                         代、楽しかったな」と思い出してもらえるような先生に

                                         なることです。本当の意味での先生になるためには、

                                         まだまだ未熟な私ですが、笑顔・やる気・勇気を胸に、

                                         一日一日を大切に過ごしていきたいと思います。

                                         これからも、どうぞよろしくお願いいたします。

『素直な気持ちを言葉に』
　　　　　　　　　　　　　　　　　年中補助　　阿部　樹里

雪が降り積もり、雪遊びが楽しい季節となりました。冬休みが明け、いよいよ3学期がス
タートしました。
年長クラスの園児は小学校への就学、年中・年少・満3歳の園児は次のバッジへの進級が
近づいてきました。4月に比べると、みんなお兄さん・お姉さんになり、これまでの成長
を改めて感じています。

私が副担任として関わっている年中さんは、明るく個性豊かな子どもたちが揃っていま
す。4月当初は意見がぶつかり合うこともありましたが、発表会をきっかけに、クラスの
友だち一人ひとりの個性を認め合いながら関わる姿が、少しずつ見られるようになって
きました。

ここで一つ、私が心温まったエピソードをご紹介します。
年中の2学期後半に行った「陶芸作品展」での出来事です。
陶芸で「大きくなったらなりたいもの」をテーマに作品を作り、
こぐまぐみ・こいぬぐみで「作品を発表するグループ」と「発表
を聞くグループ」に分かれて、互いの作品を見合う活動を行いました。
その中で、「なにを作ったの？」「〇〇だよ」といったやりとりに加え、「上手にでき
ているね」「私も〇〇の仕事になりたいから一緒だね」「かっこいいね」「かわいい
ね」など、作品を作った友だちに向けて、肯定的な言葉を掛け合い、褒め合う姿がたく
さん見られました。自然と友だちに素敵な言葉をかけ、喜び合う子どもたちの姿がとて
も印象的で、心が温かくなりました。
また、小さい学年の園児が見に来てくれた際には、「大きな声だとびっくりしちゃうか
ら、優しく言おうね」「自分から声をかけよう」と、子どもたち同士で相談し合う場面
もありました。

                                 自分のことだけでなく、相手の立場を考えて行動できるように
                                 なってきた、こぐまぐみ・こいぬぐみの子どもたち。きっと素敵
                                 な年長さんになってくれることと思います。

                                 子どもたちの口から、自然と温かい言葉が生まれるような保育
                                 を、来年度も大切に続けていきたいと改めて感じた出来事でし
                                 た。

　　　清田郵便局へ年少・満３りす組・そら組合同作品を展示します！

地域交流の一環として、毎年、区役所前の清田郵便局にて、子
どもたちの作品を展示させていただいています。郵便局員の皆
様をはじめ、地域の方々にも楽しみにしていただいている活動
です。この取り組みは、子どもたちにとっても、進級に向けて
気持ちを一歩前進させる大切な機会となっています。ぜひご家
族で足を運び、子どもたちの作品をご覧ください。

令和8年1月20日　No.13 　2月号 【展示期間】2月9日(月)～20日(金) 9～17時 土日祝休　※最終日は16時まで
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2月の保育目標

満３歳 ・友だちとの関わりの中で自分の気持ちを言葉で伝えることができるようになる

年　少 ・思いやりの気持ちをもつ

年　中 ・相手の気持ちを受け止め、自分の気持ちに折り合いをつける

年　長 ・就学への自覚や意識をもち、主体的に行動する

2月の行事予定（幼稚園部）

写真撮影　２日（月）

卒園・修了のクラス集合写真撮影を行いま
す。欠席者は後日撮影を行います

豆まき　３日（火）

お遊戯室でこどもたちの手作りの豆をまき
ます。カメラマンさんによる写真撮影もあ
ります

きよたっこでー　5日（木）

朝から帰りまで自分で選んだ遊びを楽しめ
る日です！

２月生まれ誕生会　12日（木）

２月生まれのお誕生会をお遊戯室で行いま
す。詳細は2/5に配信されるメールをご覧く
ださい

中・少・満３　個人懇談　
１８日（水）・１９日（木）

日程は2/2におたよりでお知らせします

年長クラスお別れ会　
２６日（木）ぞう　２７日（金）きりん

お遊戯室で年長の保護者の皆様にも来てい
ただきお別れ会を行います。詳細は1/20に
配信されるメールをご覧下さい

2月の行事予定（保育園部）

うみ・そら・にじぐみ　個人懇談

詳細は1/20におたよりでお知らせします

1（日）

2（月）　写真撮影

3（火）　豆まき

4（水）　どんぐりひろば・慣らし保育

5（木）　きよたっこでー

6（金）　スポーツ教室①りす・こあら
　　　　　　　②こぐま③こいぬ

7（土）

8（日）

9（月）　スポーツ教室①ぱんだ・うさぎ
　　　　　　　②ぞう③きりん

10（火）

11（水）

12（木）　２月生まれ誕生会

13（金）　スポーツ教室①こいぬ②きりん③ぞう

14（土）

15（日）

16（月）　スポーツ教室①こぐま②こいぬ③きりん

17（火）

18（水）〈中少満3〉個人懇談会 午前

19（木）〈中少満3〉個人懇談会 午前

20（金）スポーツ教室①りす・ぱんだ
　　　　　　②うさぎ・こあら③ぞう

21（土）

22（日）

23（月）　天皇誕生日

24（火）

25（水）　どんぐりひろば・ひよこちゃんるーむ

26（木）　ぞう　　クラスお別れ会

27（金）　きりん　クラスお別れ会

28（土）

12月22日に行え
なかった分の代替え
です

雪遊び週間（幼稚園部）
1月26日（月）～1月30日（金）および、2月9日（月）～2月13日（金）は、雪遊び週間となっ
ております。この期間は、天候が良い日は全園児で雪遊びを行いますので、雪遊びの準備を忘れ
ずにお願いいたします。
また、上記期間以外は、子どもたちが外遊びと室内遊びを自分で選んで活動します。そのため、
いつでも雪遊びができる服装で登園してくださいますようお願いいたします。なお、雪遊び週間
についての詳細は、1月21日に配信予定のメールでもお知らせいたしますので、併せてご確認く
ださい。

抜き打ち避難訓練を行います
2月2日の週のいずれかの日に、事前に職員や子どもたちへ知らせることなく、「抜き打ちの避難
訓練」を実施いたします。
本訓練は、事前の予告がない状況においても、これまでの訓練で身に付けてきた避難方法を自ら
考え、実際に安全に避難できるかを確認することを目的としています。
訓練中の非常放送では、「訓練」であることを必ず伝え、子どもたちの不安や動揺に十分配慮しな
がら進めてまいります。
皆様のご理解とご協力を、何卒よろしくお願い申し上げます。

来年度新採用の先生の研修について

2月16日（月）から3月6日（金）の間、来年度に新たに採用される2名の先生が研修のため
に来園します。主に担当クラスでの活動を行いますが、他のクラスでの研修やバス乗務など
の機会にも参加し、保護者の皆様ともお会いすることがあるかと思います。どうぞよろしく
お願いいたします。

週単位で活動予定をお知らせします （令和8年度から）
保護者アンケートにてご要望をいただいておりました「週単位の活動予定のお知らせ」につきまし
て、令和8年4月より、れんらくアプリを通して事前にお知らせできるよう、現在準備を進めておりま
す。
なお、運用にあたっては、以下の点についてご理解をお願いいたします。
・日々の活動内容の詳細や写真の掲載は行いません。
　活動の様子につきましては、ドキュメンテーション（おうちえん）をご覧ください。
・原則として毎週お知らせする予定ですが、園の運営状況により、隔週となる場合があります。
・園の運営状況や当日の子どもたちの興味・関心等により、活動予定を当日に変更する場合がありま
す。

２月の徴収金について：引き落とし予定日《2月16日(月)》
・年長児は卒園費　6,120円（卒園文集代）
・おもちつき写真代（購入された方）、こもれびサロン（参加者）の徴収があります。
【１号認定】1月 給食費　3,240円(9食)
　　※給食不要の方は減算、たんぽぽ利用で給食を食べた分は実績を加算
　　※副食費免除対象者の方、1月分を徴収
【２号認定】２月 給食費8,000円　※土曜給食利用がある方は実績を加算
【３号認定】市の指定する保育料＋ナーサリーセット

毎月、引き落とし日の2～3日前にれんらくアプリから「請求明細」を確認してください



〈令和８年４月より たんぽぽくらぶ変更点〉
　●１号(新２号)認定の方は、預かり保育時に「おやつ代」を徴収します
　●たんぽぽ登録料廃止について(2026年1月20日追記）

　2026年1月20日更新　

　　おやつ代の徴収に合わせて、4月より「たんぽぽ登録料（1,000円）」を廃止します。

　　※3月31日までに初めてたんぽぽくらぶをご利用される方は、

　　今まで通り、1,000円の登録料がかかります。あらかじめご了承ください。　

　以下の内容はのびのび12月号と同じです。

　いつも本園の教育・保育活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。

　材料費が130円を超える状況となり、また公的補助がない中で園が全額を負担し続けることが難しくなっております。

　このため、安定した運営と質の維持のため、令和8年4月より、1号認定（新2号）ご家庭のおやつ代をご負担いただき

　たくお願い申し上げます。なお、1号・2号などの認定区分の違いは社会制度上のものであり、子どもたちには一切関係

　はありません。本園はこれまでと変わらず、すべての子どもたちが同じ体験を通し安心して過ごせる環境づくりに努め

　てまいります。ご負担をお願いするのは心苦しい限りですが、引き続きご協力を賜りますようお願い申し上げます。

 
■ 実費負担額 

　
　・15時以降に預かり保育を利用するお子様全員へおやつを提供します。
　・実際に食べなかった場合も、食材準備や衛生管理など「提供体制を維持するための費用」
　　としてご負担をお願いする形となります。 
　・おやつ代は、札幌市の預かり保育料償還払い制度の対象外です。

■ おやつには子どもの成長に必要なエネルギーや栄養を補う役割があります
　

幼児期の子どもたちは、毎日の遊びや活動を通してたくさん動き、思っている以上に多くのエネルギーを使っています。

おやつは「甘いお菓子」ではなく1日の食事を補う大切な

“もう一つの食事” と考えられています。国立健康・栄養

研究所の栄養資料でも、「幼児は活動量が多く、胃が小さい

ため、間食で1日の必要エネルギーの10〜20％を補うこと

が望ましい」と示されており、欧米でも広く採用されている

国際的に妥当な基準です。また、当園では、乳幼児の成長に

必要なカルシウムを牛乳の他、ヨーグルトやチーズを取り入

れ元気なカラダづくりをサポートしています。

１号(新２号)認定 ２号認定 ３号認定

15時おやつ 100円×食数
月8,000円の
給食費に含む

利用者負担額
に含む18時おやつ 50円×食数

土曜おやつ ー 380円/日に含む

必要量　約150kcal
牛乳　朝70ml

              午後90ml

必要量　約200kcal
牛乳　午後180ｍl

歳児

〈 きよた幼稚園のおやつで目指す栄養 〉

歳児

ジャージャー麺

きなこマフィン

※果物は
３号は午後おやつ時
１・２号は給食時に提供

■ フードロスの削減にご協力ください
・欠席・預かりキャンセルは、当日13時30分までにご連絡いただけますようお願いします。

・急遽、預かり保育をご利用される場合でも15時を過ぎた場合はおやつを提供します。（同時におやつ代が加算）

・幼稚園の課外教室に通われた後に「たんぽぽ」を利用する場合は、課外教室終了後に「おやつ」を提供します。 

 　今後も、子どもたち一人ひとりが笑顔で過ごし、安心して生活できる環境づくりに、職員一同努めてまいります。 

 　保護者の皆さまには引き続きのご理解とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 
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